
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

榴

コート

ゴシック

ステーシー

9

陥穽

68

煉獄

13
数える

もしも

クローバー

暗い部屋

少女

逃走

アンデッド

壁の染みを、毛布の毛を、数え続けていた。どうして？退屈だった？趣味だった？それしかすることがない場所にいた？ぶつぶつと数える己の呟きが頭の中でこだまする。

もしも世界が終わるならどうする？そんな他愛ない会話をした。平和な会話、心安くそんな話をしたのは友人だったか。あの時は、まさか本当に終わってしまうなんて思わなかった。

四葉のクローバー。それは幸運の象徴だったはず。あなたは草むらから、それを探していた。必死になって探していたはずだ。それは誰かに渡すためか、何かを成し遂げる己のためか。今やクローバーも生えていないけれど

暗い部屋で1人膝を抱えて座っている。俯くと視界には自分の膝が見える。継ぎ目のない、今とは違う綺麗な形をしている。忌々しい触手じみた赤く歪な爪も、脚に無数にある不気味な目も見当たらない。今とは違う、綺麗な身体で、綺麗な身体なのに、何故1人でこんなところに座り込んでいるのだろう

傷付き倒れた少女を見下ろしている。彼女を助けたい。助けてはいけない。彼女に手を差し伸べたい。差し伸べてはいけない。でも、いつか必ず救い出すのだと誓った。この少女は…そうだ、今、目の前にいる。

人のいる街を、森を、駆けている。何かから逃げていた。恐ろしい怪物？人？何から？そしてあなたの隣には今と変わらぬ、廃墟で出逢った時の姿の共に逃げる姉妹達が。……果たして逃げ切れたのだろうか？少なくとも捕まった記憶は、ない。

生まれながらのアンデッドだ。工場で作られ、あの屋敷で姫とともに暮らした。姉妹とともに小間使いのように扱われ、幾度となく暴力を振るわれた。ある時今の肉体へと改造を施され、姫の隣には立てなくなった。あの男の後ろにしか立てなくなった。…でも、本当にそれだけ？
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独占
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感謝

3
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1

ポジション

メインクラス

メインクラス

サブクラス

頭

頭

頭

頭

頭

頭

頭

頭

腕

腕

腕

胴

胴

胴

胴

脚

脚

脚

脚

胴

ポジション

胴

助言

捕食者

背徳の悦び

死人の流儀

のうみそ

めだま

あご

カンフー

発勁

すすりじた

アドレナリン

アクセサリー

こぶし

うで

かた

せぼね

はらわた

はらわた

ワイヤーリール

ほね

ほね

あし

よぶんなめ

コスモス造花

看破

カメレオン

突き飛ばす

ジャッジ

ダメージ

ダメージ

ジャッジ

オート

オート

アクション

オート

ラピッド

アクション

オート

オート

アクション

ジャッジ

アクション

アクション

オート

オート

ラピッド

アクション

アクション

ジャッジ

ジャッジ

オート

ラピッド

アクション

アクション
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0

効果参照

なし

なし

2

なし

0

2

なし

なし

2

1

4

1

なし

なし
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3

3

1

1

なし

0

2
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0〜2

0

自身

0〜1

自身

自身

○

自身

0

0

自身

なし

○

○

自身

自身

なし

なし

0〜2

自身

自身

○

0〜1

なし

0〜3

自身

0

支援1か妨害1

自身のいるエリア内の敵全てに「転倒」

使用済みのマニューバ１つ、再使用可能

コスト代わりに基本パーツ損傷。支援2か妨害2

最大行動値＋2

最大行動値＋1

肉弾攻撃1

最大行動値＋1

自身には使用不可。移動1

肉弾攻撃1。敵を損傷させた際、自身のはらわたが損傷していたらはらわた１つ損傷前の状態に戻す

最大行動値＋1

バトルパート終了時、任意の狂気点−1

肉弾攻撃1

支援1

移動1

同ターン内の次カウントのマニューバコスト−1

なし

なし

移動1

移動1

移動1

妨害1

支援2

バトルパート終了時、任意の狂気点−1

対象の「ラピッド」「ダメージ」「ジャッジ」マニューバ１つの効果を打ち消す

ターンが終了するか攻撃を宣言するまで、ホラーとレギオンの攻撃対象にならない

自身に対しては使用不可。移動１
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